
 

 

 

 

 

 

 

     ゲートキーパーとは、『悩んでいる人に気づき、声をかけてあげられる人』のことです。 

    話を聴くことで、不安や孤独・孤立を防ぎ、必要な支援に繋げ、見守る【命の門番】です。 

 

 

【ゲートキーパーの役割】 

①気づき…家族や仲間、ご近所さんの生活上の「変化」を気にかける。 

②声かけ…悩んでいることに気づいたら、勇気を出して声をかける。 

③傾聴受容…本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける。 

④つなぎ…早めに専門機関(病院や行政機関)へ相談を促す。 

⑤見守り…温かく寄り添いながら、じっくり、ゆっくりと見守る。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

保健委員だより 第 3号 

令和 8年 9月発行 

回覧 

●研修後の感想 

「ゲートキーパー」の研修を受けました！ 

 

サポートセンター就労支援事業所 ゆめワーク 

青木施設長、武井相談員、髙橋相談員 

・相手の悩みを聴き出せるように、普段からコミュニケーションをとるように心がけたいと思います。 

・最初の声かけが難しいと思いました。声かけの仕方を学ばせていただきました。 

・命の門番が心に残りました。少しの気づきと話を聞くことができれば良いと思いました。 

民生委員さんとも協力したいです。 

・話したくないことは話さなくていいですよと、相手の気持ちを考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

訓練用の人形を使用して、心臓マッサージ(胸骨圧迫)や AED(自動体外式除細動器)、気道異物の除

去方法、止血法などについて学びました。緊急時の対応方法について、実践的な訓練を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心臓マッサージ】                 【AED】 

 

 

 

 

 

 

 

【止血法】                      【気道異物の除去】 

 

 

 

 

 

 

応急手当講習会に 

参加しました！ 

保健委員活動の問合せ先：韮山福祉・保健センター  

健康づくり課 ☎055-949-6820 

心臓マッサージ AEDの使い方について 

＜ポイント＞ 

①強く 胸が約５㎝沈むように 

    (乳児・小児は、胸の厚さの約1/3) 

②速く 100～120回/分のテンポで 

③絶え間なく 中断を最小に 

＜ポイント＞ 

音声メッセージに従い迷わず操作し、

電気ショックの前後も絶え間なく 

「心臓マッサージ」を続けることが 

大切です。 

＜ポイント＞ 

初めに当てたガーゼやタオルは外さず、出血が

止まらない場合は、両手で体重をかけるなど力

を強め、効果がなければ、圧迫する範囲を広げ

てみる。 

＜ポイント＞ 

近くに人がおらず、一人の場合は、通報よ

りも異物の除去を優先する。背中を叩く

背部叩
はいぶこう

打法
だ ほ う

をして異物が取れなければ、

お腹を圧迫する腹部突き上げ法を行う。 

 ８月５日(水) 

市内 AED マップ 


